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2020 年度　活動報告書
氏名：瀬川晃

役職：准教授、RCIC 運営委員会、広報委員会、図書委員会、入試実施委員会
担当授業：メディア表現基礎 3、制作基礎、メディアデザイン演習

活動の概要
研究では RCIC の活動としてソフトピア地区を中心とした「サイン計画」のリサーチと改
修をすすめ、紀要に研究レポートとしてまとめた。授業以外に印刷物の実践的な制作機
会として学生に対して IAMAS2021 など、ポスター・リーフレットなど制作指導、卒業生
と連携した Anual Report2020 のデザイン監修を行った。学外では地域の文化活動「草
の根交流文化サロン」の支援、ネットワーク大学コンソーシアム岐阜にて公開講座、名古
屋芸術大学非常勤講師を担当した。

学内外で携わった共同活動
サイン・スタディー　→　紀要　第 12 巻（発行：2021 年 3 月）研究レポート
RCIC の活動としてソフトピアジャパンエリアを対象にした公共施設におけるサインを見直
し、ケーススタディーとして適切に維持管理できる運用のためのガイドラインの制作・実践。

　

サイン・スタディー：コミュニケーションのほころびを手掛かりにした持続可能な運用の試み
a a a a

瀬川 晃（産業文化研究センター［RCIC］）、伊澤宥依（産業文化研究センター［RCIC］技術支援専門職）
 

はじめに
サインとは、一般的に案内看板や標識を意味し、「人々の
行動のよりどころとなる情報を具体的なかたちで表したも
の」（公益社団法人日本サインデザイン協会）とされている。
公共空間において、禁煙やトイレなどのサインは必ず存在し
ている。施設の設計と共にサインは施工されるが、現実には
多くの公共施設では貼り紙が追加され、必要十分として計画
されたサインの不備を補完している。本研究では、貼り紙も
含めて広義のサインと捉え、2020年3月よりソフトピアジャ
パンエリアおよびIAMAS学内施設に設置されているサイン
の調査を開始した。
大垣市にあるIAMASは、2014年に旧キャンパスからIT関

連企業が集積した複合施設のあるソフトピアジャパンエリア
へ移転した。数年前から、世情の流れを反映して施設入口ド
アに「歩きスマホ禁止」サインが貼られるようになった。
2020年になると、「マスク着用」や「社会的距離の確保」など
新型コロナウイルス感染症対策のサインが増え、施設空間内
に無秩序な情報が増え続ける状態がより顕著になってきた。
施設利用者の動線から閲覧効果を狙い、入口ドアへ掲示する
サインを増やし続けることで景観を損ねる結果となってお
り、過度な情報による景観の汚染について考慮されていない
ことは明らかであった。移転当初、こういった問題に気づい

てはいたが、当時はIAMASに関係するフロアサインの改修
に留まった。それから6年が経過する中で、当初は気づいて
いた問題点も「慣れすぎてしまい、風景が見えなくなってし
まう状態」（ハナムラ, 2017, p.15）馴

じゅんち

致が続いていた。
今回サインの見直しに着手することになった直接的なきっ
かけは、ソフトピアジャパンのセンタービル1階に新設され
た「ふれあい広場」というフリースペースのサインを改修し
たことにある。設置当初は「ご自由にご利用ください」という
ラミネート加工された利用促進の貼り紙が広場のパーティ
ションへ貼られていたが、文言が不明瞭だったため利用者に
は伝わりづらい印象だった。また、リニューアルされたテーブ
ルや椅子などの什器と雰囲気が合っていなかったため、施設
の指定管理者から依頼を受け、利用促進サインを改修するこ
とになった。このタイミングであらためてIAMASやソフト
ピアジャパンエリア内のサインを対象に、産業研究文化セン
ター［RCIC］の活動としてリサーチを取り組むことになった。
リサーチを始めて明らかになった注意喚起サインの具体例
としては、利用者一人からの苦情によって「マスク着用にご
協力ください」から「着用してください」への追加掲示が挙げ
られる。また自動ドアへ丁寧に説明された新型コロナウイル
ス感染症対策の貼り紙があっても、近づくと自動ドアが開い
て読めないというような矛盾が起こっていた。

研究ノート

足元注意やマスク着用が重複された無秩序なサイン 既存サインから抜粋した文字情報

サイン・スタディー：コミュニケーションのほころびを手掛かりにした持続可能な運用の試み

OPENHOUSE 2020　デザイン（ビジュアル・アイデンティティ）
ウェブを前提にアニメーションによるメインビジュアルのデザインを担当。連続する線の重
なる角度によって干渉が起こり、ある瞬間に偶発的な表現（動的なモアレ）が生まれる。

制作：2020 年 5 〜 7 月  

　

図書館便り　寄稿
自作を語る／思い出の一冊／学生に薦める一冊

発行：2020 年 7 月
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IAMAS ショーケース 
学生（M1）展示の企画や設営を調整した。

7 月〜 8 月 26 日：阿部和樹
8 月 27 日〜 9 月 10 日：カルティカ・メノン
9 月 11 日〜 30 日：ルーシー・チョ＋丹治圭蔵

　

　

参加：新型グループ・ライド｜新型グループ・ピクニック
オンラインで視聴と中継を同時並行に行いながら養老山をトレッキングで参加した。
デザイン：ビジュアルアイデンティティ

制作：2020 年 7 月・10 月
養老公園（こどもの国）→　秣の滝　→　養老公園（こどもの国）
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教員インタビュー：IAMASウェブ
コロナ禍で顕在化した公共サインの無秩序
特定の色を出さず、印象に残る世界観を作り上げる
デザインスキルは表現のリテラシー

公開：12 月

IAMAS2020 修了研究発表会　デザイン監修 
実行委員会デザイン担当学生より提案のあったキービジュアルの選定、フライヤー・リー
フレットのレイアウト・校正などを全体にデザイン監修を担当した。

ビジュアル・レイアウト：大坂友美、幅田悠斗（M2）
会期：2021 年 2 月 20 日〜 23 日

P-1 P-2

P-3 P-4

P-5 P-6

P-7

O-1 O-2

ライフエスノグラフィ

Action Design Research Project

福祉の技術プロジェクト

体験拡張環境プロジェクト

タイムベースドメディア・プロジェクト Community Resilience Research

Archival Archetyping

協働的デザイン環境のプロトタイピング
福祉の技術プロジェクト

Life Ethnography 体験拡張環境プロジェクト 研究発表

Time-Based Media Project 2021 根尾の分解者たち
：composition, decomposition, recomposition

Archival Archetyping プロジェクト展

進学相談受付RCIC活動報告
産業文化研究センター［RCIC］

委員長あいさつ

異なる立場の制作者が協働でプロトタイピン
グを繰り返すデザイン実践を通して、アイデア
の共有方法を探り、デジタルファブリケーショ
ン技術を活用したデザインプロセスを捉えな
おす試みを紹介する。

今年度実施したプロジェクトの内容を中心に、
毎週実施したオンラインで実施した取組み、
そこから生まれた内容などを紹介する。

本プロジェクト所属学生9名による「発酵」を
テーマとした展示である。作品は様々で、発酵
食品、映像作品、インスタレーションなど多
岐にわたる方法で「発酵」と「Life」を表現し
た展示となっている。

修士 1年の研究成果として、印刷・流通に着
目したメディア表現活動の紹介と変性意識状
態への導入を目的としたVR映像作品の体験
展示、さらにNxPC.Labの活動アーカイブ、
共同研究のMR作品も展示する。

2020年9月19日に開催したライブ配信作品
「三輪眞弘祭 - 清められた夜 -」の資料展示。
これに加え、プロジェクト・メンバーの林暢
彦による3作品を展示する。

分解者 ー 過剰に産み出されたモノ・サービ
ス・システムの世界を再生・再転換させてい
くもの。モノと生物の相互作用のまとまりとし
ての社会生態系のあり方を、分解者たちの姿
で表現する。

本プロジェクトでは、この状況を禍ではなく機
会と捉え、既成概念の再定義を試みた。
2020年7月のインタラクティビティ、同年 12
月のオンライン展覧会、2つの実践から得ら
れた学びを再構成し展示する。

 　このたび、IAMAS（イアマス）は「IAMAS 2021」と題して、第 19期生による
修了研究発表会および2020年度プロジェクト研究発表会を開催します。
　科学的知性と芸術的感性の融合を掲げる本研究科において、学生は自身の専
門を軸にしながら、異なる分野・領域との往来を繰り返す形で研究を進めます。
複雑な要素が絡まり合う社会の中で、自身の築いてきた専門性がどのような価値
を生み出すのか。IAMASでの領域横断的な研究活動は、この問いへの答えを探
求する行為であるとも言えます。
　第 19期生である私達も、自身の活動と社会全体とを見比べながら、それぞれ
の研究を一歩ずつ前に進めてきました。しかしながら、その研究活動の締めくくり
として迎えた2020年度は、これまでと全く勝手が違うものとなりました。新型コ
ロナウイルス感染症の世界的な蔓延によって社会全体が大きく変化し、私達は、
自身と「新しい社会」との関わり方を見つめ直す必要に迫られました。

　制作の方向性を大きく変えた人、期せずしてこの状況にマッチする専門性を発
揮した人…。多様な背景をもつ学生が集まるIAMASだからこそ、この未曾有の
事態が「障壁」「起点」「追い風」など、様々な形でそれぞれの研究に影響を及ぼ
しました。そして学生ひとりひとりが、「この不確かな社会の中で、ものを作ると
は何か、表現するとは何か」を考え、模索し、挑戦した末に、それぞれの答えを
導き出しました。
　本展覧会ではそのような、2020年度におけるIAMAS学生の模索と挑戦の結
果が並びます。そしてその過程や魅力を、Webサイト上に展開するコンテンツを
通して広くお伝えする予定です。お好みの時間、お好みの場所にてじっくりとお楽
しみいただいた上で、興味、関心、違和感…何らか引っかかるものを感じました
ら、会場まで足を運び、それぞれの研究成果をご高覧いただければ幸いです。

IAMAS 2021 実行委員長　守下 誠

IAMASの附置機関である産業文化研究セン
ター［RCIC］が、今年度実施した主な連携活
動や、現在運営しているOBOGインタビュー
サイト等を紹介します。

IAMAS 2021 進学相談会は、感染症対策の
ため会場での実施はいたしません。日程を調
整し後日実施させていただきますので、ご希
望の方は会場受付にてお申し出ください。申し
込み方法等をご案内させていただきます。

本展示はオンライン会場にて行われます。
会場内、または下記のQRコードからWebサイトへアクセスしてご
鑑賞ください。

IAMAS 2021では、出展作品の演奏パフォーマンスやオンラインで視聴でき
るトークセッションなど、様々な形式で関連イベントが展開されます。
会場（オンライン・オフライン）や開催・公開日時など、各種イベントの詳
細な情報は、右のQRコードから公式Webサイトへアクセスしてご確認くだ
さい。

プロジェクト研究発表展示

関連企画・展示

各種イベント

19

IAMAS 産業・地域連携成果報告 2020 年度 
卒業生（近藤崇司）と連携し、昨年のレイアウトを踏襲した小冊子の監修を担当した。

編集：佐々木紘子（産業文化研究センター）
デザイン：近藤崇司
発行：2021 年 2 月
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今年は COVID-19の影響により、IAMAS内外のさまざまなイベントがオンライン環境

下での実施になりました。急速に普及しているオンラインイベントは、代替ではなく、

選択肢の一つになりつつあります。本学でも、止むを得ない理由からオンラインで実

施せざるを得ないケースもあった一方で、感染症対策に留まらない新たな取り組みと

して、既存のイベントの在り方を見直すきっかけとなったケースもありました。そこで、

今回オンラインイベントに関して、本学関係者にアンケートを実施し、調査結果をも

とに、今後のオンラインイベントの可能性について考えていきます。

Q

1. オンラインイベントに 携わりましたか？

3. どんなオンラインイベントに携わりましたか？

• トークイベント

• 勉強会

• ワークショップ

• 美術・映像・音楽・スポーツ・芸能などの展示・配信、

• 学校説明会

• 同窓会　等

4. 実際に携わって、オンラインイベントのイメージは変わりましたか？

参加した
91.2 %

運営した
82.4 %

参加していない
8.8 %

運営していない
17.6 %

1回

2~3回

4~6回

7~9回

50 10510

IAMAS関連イベント その他のイベント

0
10回以上

参加 運営

2. 携わった回数は？

教職員、学生に関わらず、ほとんどの回答者が

今年度オンラインイベントに携わったことが分

かりました。参加者そして開催者として、複数

回に渡って携わった回答者が多く、その殆どが

本学関係のイベントであったことから、IAMAS

でもオンラインイベントが短期間に取り入れら

れていることが分かります。また、IAMASと

は関係ないイベントには全く携わっていない人

がいる一方で、関係ないイベントに10回以上携

わっている人もおり、個人のオンラインイベン

トへの関心には大きな差があるようです。

調査方法

オンライン

調査対象

IAMAS教職員、学生

2020年4月 1日～ 12月6日までに

実施されたイベント

今年だけで10回以上参加、
開催している人も！

コロナ禍のオンラインイベントについて、
教職員と学生の声をききました

参加してみて 運営してみて

オンラインイベントに参加する前と後、あるいは、イベント運営の前と後では、オンライ

ンイベントに対するイメージは、どちらも変わったという答えが大半を締めました。参加

については、教職員、学生ともに「距離にとらわれないなどの手軽さからプラスのイメー

ジに変わった」という意見が多くみられました。また、オンラインならではの工夫や効果

に着目した意見もあり、運営に関しても、教員からは、オンラインの可能性を実感できた

ことからプラスの声がでた一方で、実際に現場で配信や参加者対応などを担った職員や学

生からは、「技術面での難しさを感じた」というマイナスの声が多く挙がり、立場によっ

て異なることが分かりました。

やってみるとイメージは変わったが…!?

Point

とても変わった21.9 % 25.0 %

やや変わった46.9 % 46.4 %

どちらでもない21.9 % 21.4 %

あまり
変わらなかった6.3 % 7.1 %

変わらなかった3.1 % 0 %

Point

普段は収益の見込まれる都心でしか開催さ

れていないイベントに自宅から参加するこ

とができて大変便利だった。（職員）

一部のオンラインイベントでは、ズームやそ

の他のプラットフォームを創造的かつ独自の

方法で使用していた。（教員）

対面の代替として行われる場合と、オンライ

ンでのインタラクションを意識したイベント

があり、前者の場合には変わらず、後者の場

合には発見があることが多かった。（教員）

準備も本番も労力が要る。（学生）

想像の域を出なかった。もっとコミュニケー

ションの形態が変わると思ったが、技術だけ

新しく通話や講演をするものばかりになって

しまった。オンサイトとオンラインの組み合

わせも、一方通行になりがち (オンサイトの

展示を配信したり、オンラインの配信をモニ

タに移したり）で化学反応のようなことはま

だ起きていないと感じている。（職員）

ハンズオン形式のワークショップに関して、

物理会場の代替となるリアルタイム型でな

く、参加者がそれぞれの理解度に応じて進め

られるオンデマンド型が有効であることを確

認できたから。（教員）

これまで現場を重視して、それを拡張するた

めにネット配信を利用してきたが、現場ー

ネットの関係性に関しての意識が大きく変化

し、ネット利用に対する自由度が高まった。

（教員）やや変わった

やや変わった

どちらでもない

とても変わった

あまり変わらなかった

どちらでもない

やや変わった

オンラインでできることの考察があるイベ

ントをいくつか体験したため。（学生）

とても変わった

思ったより、知識や設備などなくても手軽に

参加できるものだった。（職員）

やや変わった

本質的には対面でなくても成立するから。（教

員）

変わらなかった

ちなみに運営以前のイメージも聞いてみました

多くの人が見てくれるイメージ。（学生）

対面イベントの補助的なもの、あるいは、
代替的なものというイメージ。（教員）

考慮する点が多く、どこまでできるか難し

いと感じた。（学生）

オンライン配信好きな一部の人が行うもの

というイメージでした。（教員）
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情報科学芸術大学院大学紀要　第 12 巻・2020 年 　
表紙デザイン担当。身近な素材を元にスキャンを行いレイアウトした。

発行：2021 年 3 月 
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社会活動

非常勤講師：名古屋芸術大学　ビジュアルデザインコース　
ビジュアルデザインコース 4 年生を対象に卒業制作を指導した。

期間：2020 年 9 月〜 1 月

インタビュー：情報デザイン（放送大学）
放送大学 教養学部 情報コース・NHK エデュケーショナル 教育部
実践の場や授業での成果を元にデザインの実例を紹介した。

取材：2020 年 10 月

プロポーザル評価：デジタル変革推進事業（公益財団法人ソフトピアジャパン経営
支援室）
岐阜県内の中小企業・小規模事業者等のデジタル変革の推進を図ることを目的とし、補
助金事業の採択者が実施しているデジタル変革推進事業を紹介するため、提案者からの
書類とプレゼン動画を採点した。

審査：2020 年 11 月

公開講座：岐阜大学（ネットワーク大学コンソーシアム岐阜）
研究活動を通して「描くこと」や「食べること」など、体験からしか得られない身近なテ
ーマを取り入れた新しい気付きを促すデザイン事例を紹介した。

講演：2021 年 2 月
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制作協力：『糸で逢う』都竹政貴 MELCHI DESIGNS ポストカード
第 54 回草の根交流文化サロン in SEINO 
ミシンで紙を縫ったり、ヤスリで擦りデニムのようなエイジング処理を施した。

会期：9 月１2 日（土）—22 日（火・祝）
会場：土川商店「場所かさじゅう」揖斐郡池田町宮地 930 

　

制作協力：願成寺古墳群美術展　室内展示「ある形」2020　フライヤー 
第 56 回草の根交流文化サロン in SEINO 
折り幅を変えることで情報の届け方が、タイトル→概要→作品と段階的になり、平面が立
体的な構造を持つ可能性を追求した。 

会期：2020 年 12 月 19 日（土）〜 12 月 31 日（日）
会場：土川商店「場所かさじゅう」揖斐郡池田町宮地 930 

　

寄稿：そらあるき臨時増刊号 
石川県金沢市で発行されている小冊子『そらあるき』にて、書籍にまつわるエッセーを寄
稿した。

発行：2021 年 1 月


